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■工事名称：友愛荘新築工事
■工事場所：東京都町田市南大谷番地１
■建　築　主：社会福祉法人友愛十字会
■構　　造：ＲＣ造
■階　　数：地上３階
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■設　　計：株式会社イコー建築計画事務所
■施　　工：株式会社冨士工
■工　　期：年月３日～年３月日

エントランスホール

　当法人は（昭和）年に創設され、現在の法人理
念「共に生きる」のもと、世田谷区、板橋区、町田市、
港区、千代田区の５つの拠点において、の事業所と２
つの指定管理管理事業により、障害者・高齢者・障害児
の支援を行っています。
　特別養護老人ホームの運営にあたっては、運営方針で
ある「あなたと共に」の実現を目指し、「施設に入居し
ても地域で暮らす」ことができるよう個別ケアの実践と
地域福祉の拠点としての役割を果たすことに努めていま
す。

　友愛荘は（昭和）年に開設し、築年が経過し
て老朽化が顕著になってきたため、長年改築についての
検討を進めてきましたが、現地での建て替えでは土地が
狭隘であること、経営面において効率的でないことなど
から、移転改築を決定しました。
　新しい友愛荘は、ユニット型個室と従来型多床室の併
設で、建物がＨ型に分節され、左右対称になっているの
が特徴です。職員の負担軽減と生産性向上を目的として、
ネットワーク環境を整備し、介護ロボットや福祉機器、
記録などでＩＣＴ化を図っています。地域交流スペース
は防災拠点型として、災害時に地域の要配慮者を受け入
れます。
　地域に開かれた施設を目指し、地域住民が気軽に立ち
寄れる場所づくりとして、地域交流スペースを解放し、
サークル活動や自治体の会議などで利用してもらえるよ
うにします。またカフェを設置し、子供から高齢者まで
各年代の人達が集える場としても活用します。さらに、
業務を細分化し、子育て世代や元気高齢者の雇用を促進
していきます。

　建設地である町田市南大谷は、住宅地でありながら、
恩田川が流れ農地や斜面林などが比較的残っている、潤
いとゆとりを感じさせる地域です。その様な周辺環境に
溶け込める〝緑と人が奏でる豊かな田園都市の中にある
すまい〟とするイメージに近づけるよう、白を基調とし
たやわらかな外観とし、緑地は春夏秋冬、花暦となるよ
うな樹木を計画しました。

　平面計画は、建物形状をＨ型としました。２つのユニ
ットの中間に介護職員室を配置し１つのグループとしな
がらも各ユニットが個々に独立性を保てます。また、居
間食堂が２面の大きな開口部を設けられるので避難や通
風・採光にも有利になります。その開口部の１面は中庭
に面するのでプライバシーの確保にもなり、中庭の向こ
う側〝おとなり〟のユニットの雰囲気も感じられます。
　１階の南西側に喫茶コーナーと地域交流スペースがあ
ります。地域の自治会やサークル活動が行えるのはもち
ろんのこと、中庭に面しているので、郷土野菜の販売や
催し物なども行え、地域の方々との交流の接点となれば
と思います。
　今後、この友愛荘が、住まう皆さま、職員の皆さま、
地域の皆さまに愛され、地域の中核的建物として発展さ
れる事を祈念いたします。
　株式会社イコー建築計画事務所

代表取締役　井上　直行

南西側外観 地域交流スペース


